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第2回水環境創造プラン検討委員会 会議録 
 

１ 開催及び閉会に関する事項 

(1) 開会 

平成 18年 10月 24日(火)  午後 2時 00分 

(2) 閉会 

平成 18年 10月 24日(火)  午後 3 時 30分 

 

２ 開催場所 

岡崎市福祉会館 6階 大ホール 

 

３ 出席委員及び欠席委員等の氏名 

(1) 出席委員 

冨永晃宏、芹沢俊介、丸山泰男、飯尾歩、長谷川明子、山田鑛二、金澤博敬、山本惠一、

安達重美、大久保正五、内村文夫（代理；中野泰男）、中津川誠(代理；鈴木信広)、吉田勇

次、石川優、川嶋直樹 

(2) 欠席委員 

片山幸士、天野博 

(3) オブザーバー 

企画政策部長 太田恒治(代理；企画政策部次長 仲条紳一)、総務部長 坂田吉久、市民

文化部長 牧野嘉明、経済振興部長 鈴木保宏(代理；経済振興部次長 酒井功二)、土木

建設部長 小野博章、都市整備部長 三浦千秋、下水道部長 荻野亨、消防長 平山雅

之（代理；消防次長杉山勉）、水道局長 髙橋利明 

 

４ 説明のための出席した事務局職員の職氏名 

環境部長 柴田宗男、環境部調整監 山本惠一、環境保全課長 杉浦哲矢、環境保全課

副主幹 糟谷慶一、環境保全課主任主査 蜂須賀功、環境保全課技師 大口光生、企画

課主幹 齊藤勝英 

 

５ 議題等 

アンケート結果について ほか 

 

６ 議事の要旨 

(1) 議題 1 アンケート結果について 

・ ト 回収率が低 よう 感じる。原因とし 考えら る とはある 。アンケー の い に て れ こ か  
Ｄ（ 委員）  

→岡 実施 他 トと比較すると、回崎市 の のアンケー 収率は低 。し し、 原因としい か 特に

考えら る 項はな 。て れ 事 い （事務局）  
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・ ブロッ 全体で し 合と、ブロッ を流 る 上流 中流 下流と区 を区ク 集計 た場 ク れ 川の ・ ・ 間

切って し 合では傾向が異なる可能性がある ではな 。 Ｌ集計 た場 の いか （ 委員）  

→参考とし 支 っ る。て 川別の集計も行 てい （事務局）  

・ 量 、 質 等項目 得「水の 」「水の 」 別に 点 けさ る。ど よう 評価し 。づ れてい の に たのか  
Ｇ（ 委員）  

→ トではアンケー 5段階評価で質問へ 回答する形式 なっ る。回答者全 が評の に てい 員

価「5 合を」の場 「100 点 、回答者全 が評価」 員 「1 合を」の場 「0 点 とし と」 た き

点数である。の （事務局）  

・ えば例 50点を超え ばよ 等、得点 判断 準はある 。 Ｇれ い の 基 か （ 委員）  

→得 準は け な 。将来同様 トを実施に基 設 てい い のアンケー し、満足度等 変化をモニの

グし と考え る。タリン たい てい （事務局）  

・ を話し合う 回答者を見ると、年齢や性 偏 があるよう 感じる。環境 会の 別に り に  
（Ｍ委員）  

→ を話環境 し合う 参加者は町内 役付者が多 っ め年齢が め な 、性会の の か たた 高 に り 別

男性が多 なっ る。も く てい （事務局）  

→ を話し合う 結果は ト結果を補足する目的で整理し である。環境 会の アンケー たもの  
（事務局）  

・ を話し合う は環境 会 19:00 ら開催さ お 、主婦か れて り は参加が難し 帯である。い時間

開催 帯を し 欲し 。 Ｉの時間 検討 て い （ 委員）  

・ 鹿乗 浸 頻度や浸 が発 する雨量が分 ば え 欲し 。 Ｅ川の 水 水 生 かれ 教 て い （ 委員）  

→毎年床下浸 は発 し る。 、やや強 雨程度で 浸 被害が発 するよう水 生 てい また い も 水 生

である。（事務局）  
 
 
(2) 議題２ 年間水収支について 

・ 将来予測や森林保全効果等が予測 なげら ばよ と感じる。 Ｏにつ れれ い （ 委員） 

・ 各種対策が将来予測 反映で る どう が心配である。 Ｍに き か か （ 委員） 

→将来予測や対策効果は今後 する予定である。検討 （事務局） 

 

 

(3) 議題３ 汚濁負荷収支について 

・ 下 道 整備効果は しな 。 Ｉ水 の 検討 いのか （ 委員）  

→今後 し 予定である。検討 ていく （事務局）  

・ ある程度 期 自宅を留守 し 下 道工 が終了し お 、接続をどうすの 間 に ていた間に 水 事 て り
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る 等 対応 何 連絡 な 。合併処理浄化槽 置 推奨等か の についても の も い 設 の の PR は っ行

るてい のか。 Ｉ（ 委員）  

→合併処理浄化槽設置 啓発は積極的 実施し る。 だし、全戸を訪問し るの に てい た てい

わけではな 。 、下 道工 実施 際は地元説明 を実施し、欠席者 は資い また 水 事 の 会 に 料

を郵送し、質問を受け付ける等 対応をとっ る。 、の てい （事務局 オブザ バー ーＡ） 

・ 質は、全地点で 準値 達成水 環境基 の を目指す 。 準値以上 質 実現を目のか 環境基 の水 の

標とする 。 Ｇのか （ 委員） 

→ ずは全地点で 準値 達成が目標である。今後 論 中で 物指標等ま の環境基 の の議 の 生 の

導入 可能性 あると考える。 、必要 応じ 窒素や 負荷収支の も また に て リンについても

算をする と 考え る。の計 こ も てい （事務局） 

・ 公共下 道で 処理結果はど よう 算出し る 。 Ｍ水 の の に てい のか （ 委員） 

→公共下 道 八帖処理 ら 処理 排 を 定排出源 とし 上し る。水 （ 場）か の 水 水 「特 」 て計 てい  

（事務局）  

・ 質及 量を 善する は、「水 び水 改 に 」とし 各種対策て が列記さ るが、 半が 質れてい 大 水

善 め 対策ではな 。 Ｃ改 のた の いか （ 委員） 

→ 質を 善する は、「水 改 に と表現を める。」 改 （事務局） 

 

 

(4) 議題４ 基本方針の方向性検討 

・ トアンケー 結果、年 収支や汚濁負間水 荷収支 結果を反映し 方針 するべの検討 た基本 に

ではな 。 Ｍき いのか （ 委員） 

・ 提案 方針は良 と感じる。他 、他事務局 の基本 い 県 市の を調べ 、キャッチ事例 てみても

フレ ズー がう 定さ ば、 推進 う と感じる。 Ｇまく設 れていれ 計画の も まくいく （ 委員）  

・ 質悪化 原因とし 、 活系 排 が占める割合が とは分水 の て 生 の 水 高いこ っ 。し し、か た か

対策 方向性とし 目玉となる がな 。 Ｊの て もの い （ 委員）  

・ 小規模な下 処理施 を と ろ 置し 処理 を 流す、 は中 道とし水 設 高い こ に設 て 水 川に また 水

利用する。ある は流域下て い 水道 処理 を還流する等 対策を 盛 込めの 水 の 本プランに り

な 。 Ｊいか （ 委員）  

→意見とし 受け取る。 とし 、岡 らしさを出し と考え る。対策て 事務局 ても 崎 たい てい

必要となる費用等 考慮しながに も ら を進め 。検討 たい （事務局）  

→流域下 道 処理 還流 は、関係機関と協 中である。 Ｌ水 の 水 について 議 （ 委員）  

・ 国土交通省では、新し 質指標とし 底がヌ ヌ し ると感じる や 顔い水 て「川 ル ル てい 」 「

を けやす 等をと とめ 。参考 ならな 。 Ｌ川の水につ い」 りま た に いか （ 委員）  

→ 省や愛知 で 新し 質指標を し ると聞 る。環境 県 も い水 検討 てい いてい 反本プランにも
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映する とを し 。こ 検討 たい （事務局）  

・ ど が遊ぶ とがで る と う が「子 も こ き 川」 い の 市 とっ 分 やす と考える。民に て かり い 基

方針 反映で な 。 Ｂ本 に き いか （ 委員）  

・ ホ 等 定 種を 方針等 掲げ「 タル」 特 の 基本 に た 合、自然発 を目指す 合は問 な 。場 生 場 題 い

し し、他流域 ら 積極的な移植 取 組むと誤解さ る とは好 し な 。か か の に り れ こ ま く い 表

現 注意が必要である。 Ｂに （ 委員）  

・ 雨を ゆっ 流す と表現し 合、 を流 る 流速を小さ する と誤解「 くり 」 た場 川 れ 水の く もの

さ る とを懸念する。降雨 ら流出 で を長 する とを目指れ こ か ま の時間 く こ す であ 、もの り

表現 注意が必要である。 Ｂに （ 委員）  

・ えば体験 や だ 等で が汚 過程を見例 学習 川く り 川 れていく た子ど は、 を汚し るも 川 てい

原因が自分 である とを認識する。 Ｄたち こ （ 委員）  

・ が主体的 、直接 創造 取 組むべ で市民 に 水環境の に り き あ 、 協力をお願 するり 市民に い

ような表現は避けるべ である。 Ｄき （ 委員）  

・ 役割とし は、行政の て 市民が活動しやす なるような状況を だす とが重要でく つくり こ

ある。 Ｄ（ 委員）  
 
 

(5) 議題５ 質疑応答 

・ 関連する各 記載。議題に  
 

７ その他 

・ 部 内容は公開とし、本 会の 録は会議 委員長 他、の 芹沢 、委員 丸山 が内容 確認、委員 の

了承を う行 。 決定 項（ 事 ）  

・ 第 3 回 は、平成検討委員会 19年 2 開催を予定し る。詳細は月の てい 決定次 、第 事務

ら連絡する。局か （事務局）  
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【配付資 】料  
第2回 水環境創造プラン検討委員会 議事次第 

第2回 水環境創造プラン検討委員会 出席者名簿 

第2回水環境創造プラン検討委員会 全体配席図 

資料-1ア ケート調査結果： ン  

資料-2： を話し合う における に関する意見表結果整理環境 会 水環境  

資料-3： モデルによる 把握年間水収支 水環境の  

資料-4： 把握汚濁負荷収支の  

資料-5優先する： 基本方針案 

参考資料1：第1回水環境創造プラン検討委員会会議録 

参考資料2：第2回水環境創造プラン乙川部会会議録 

参考資料3：ア ケートン 、年間水収支、汚濁負荷収支の補足資料 

 
 

録署 者会議 名  
 
 

創造 長水環境 プラン検討委員会委員       冨  永   晃  宏  
 
 
 

創造水環境 プラン検討委員会委員       芹  沢   俊  介 

 
 
 

創造水環境 プラン検討委員会委員       丸  山   泰  男  


